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I 緒 :ー.Rヨ
雌ずい組織の観察は，不受精p 不和合現象の研究や雌ずいの受精能力，あるいは受粉か
ら受精までに要した時間などの調査を行う上で欠かすことができない.しかし果樹関係
の図書や報文の中では，雌ずいの微細構造にふれた部分は多いとはいえない.それは，ひ
とつにはp 雌ずいそのものが対象としてあまりに植物学的であり，自明の器官のーっとし
て取り扱われてきたからであろう.
しかし，生長にともなう花器官の形態的，生理的変化をくわしく知っておくことは，現
在p 作物栽培の分野でも重要なことであり p これまでのように，花芽形成→開花→受粉・
受精と簡単な記述ではすまされないように思われる.
こうした理論的には自明の部分を，できるだけ実証しようとしてこれまでも光学顕微鏡
による果樹類花器の観察調査の結果がかなり報告されている.しかし，光学顕微鏡による
観察には限界があり p より微細な部分については十分実証できなかったと思われる.
現在，わが国は電子顕微鏡の開発普及のレベルが高く，走査型電子顕徴鏡を使用すれば
比較的容易にp 物体の微細な表面構造を観察できる所から，植物体表面構造についても，
これを駆使すればp これまで指摘できなかった詳細な部分を明らかにすることが可能にな
った.
この研究は，走査型電子顕微鏡(以下SEM)を用い， リンゴ及び二，三の落葉果樹の雌
ずいの表面構造を観察し，光学顕微鏡(以下LMS)では明瞭に観察しえなかった点を補足
しようとしたものである.
H 材料及び方法
山形大学農学部附属農場及び果樹研究室圃場で慣行栽培しているリンゴp 西洋ナシ，オ
ウトウ，山ブドウ(V.coignetiae)及ひ、栽培ブドウ(V.vinifera)を用いた.またp ウメにつ
いては鶴岡市近辺栽培者園のものを用いた. リンゴは主として紅玉品種を用い，ほかに
Starking Deliciousなど4品種を用いた.同様に，西洋ナシ(Bartlett，Red Bart1ett， La 
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France， Grand Champion)，オウトウ(Van，佐藤錦， Napoleon， Rock Port)，ウメ(白加賀，
豊後，節団)の各品種から供試材料と して花器(雌ずい)を採取した.
なお，オウ トウでは切枝を室内に搬入して交配試験を行い，受粉後の時間経過にしたが
い雌ずい材料を採取して観察を行った.
採取した材料は，直ちに FAAで24時間固定し，アルコ ールシ リーズを通しながら脱水
し酢酸イソアミル液を経て，臨界点乾燥させ，金蒸着して鏡検資料を作製した.鏡検
は， 目立S-430型SEMにより行った.
さらにp 一部の材料は，パラフィン切片を作製し， LMSで観察して， SEM像と比較し
た.
E 結果及び考察
A.各樹種における雌ずいの組織形態
(1) リンゴ
リンゴの雌ずいは，花膏期 (膏内)においては， 長短あわせて5本の直立した花柱から
構成されている.5本の花柱は基部で融合しており，その表面には多数の毛の発生が認め
られた(図版I-A).
パラフィン切片作製により，開花中の リンゴ雌ずいの内部組織を観察した結果は，図版
I-Bに示すとおりである.すなわちp 柱頭表面は1層の乳頭状細胞によって占められ，
その下層は通導組織(染色剤により濃く染色されやすく，花粉管の伸長する組織)になっ
ている (図版I-B，C).通導組織を構成する細胞は，周辺の細胞にく らべて細胞間隙が
多く ，花柱基部の横断面では一部中腔となっていた(図版 I-C).
SEMによりリンゴ雌ずいを観察してみると， 冬芽内の雌ずいは，花弁や雄ずいによっ
ておし包まれたようになっていて，短かく，柱頭表面組織は分化したものの P まだ，膨大
していない乳頭状細胞が認められた(図版ll-A).その後，冬芽が生長を開始し萌芽(花
器の伸長生長)しはじめると，雌ずいは急速に生長し，耳かき状の5本の花柱が，花器の
中心部に認められるようになる(図版ll-C).この頃の柱頭表面を詳細に観察すると，す
でに乳頭状細胞が形成されており，それが急速にポプコーン状に膨大しp 開花初期には，
密生状態に膨大しているのが認められた(図版ll-B，D). 
柱頭表面は， SEMによる観察では辺縁部が耳かき状に反り返りを見せて展開しており，
さらに，花柱先端から約 lcm下部までに及ぶ縦溝(縦に切り込みが入った潜線)が認め
られ，柱頭表面(乳頭状細胞)の拡大をょういにし， このことにより花粉の附着面積が増
大しているように思われた
乳頭状細胞は開花後， 4~5 日経過すれば図版 ll-E のよ うに萎縮するもの が多くな
り，大体1週間後には変色萎凋し，枯死状態になった(図版ll-F).また，雌ずい組織の
表商観察の結果からは，受粉した花粉が発芽し，柱頭組織内に貫入した場合，その雌ずい
の乳頭状細胞の萎縮はp 無受粉や，不発芽の場合よりも早いようにJ思われた.
(2) 西洋ナシ
西洋ナシ(pyruscommunis)の花器はリンゴ(Malusρumila)の花器と酷似し，雌ずいの
形態も良く似ている.すなわち，花膏期には多数の荊のうと花弁におし包まれたようにし
て5本の雌ずいが中心部に存在するが 4月中旬頃に，ょうやく柱頭部分にやや膨大した
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乳頭状細胞を認めることができる(図版IlI-A)
西洋ナシ雌ずいのリンゴ雌ずいとの相異点、は3 柱頭部(乳頭状細胞)が，西洋ナシは小
型なこと，及びp 柱頭部から花柱基部にかけて形成されている縦溝が長いこと(図版II-
A矢印部分)である.このため，柱頭部は小型でも，乳頭状細胞群は縦溝部分にも分布
し，受粉のための柱頭表面積が広くなっている(図版I-B). 
柱頭表面における乳頭状細胞の展開やp 萎縮の状況は， リンゴの場合とほとんど変わり
がない(図版IlI-C，D). 
(3) オウトウ
甘果オウトウ(Prunusavium)の雌ずいは， 花器の中央部に1本形成されるのが普通で、，
特別な場合のみ，多雌ずい (2~ 4本)となることが知られている 17)
開花期の雌ずいはキノコの傘状に展開した柱頭部と，長さ約1.5cmの細長い花柱及び子
房部から構成される.柱頭部分は真上から見た場合は楕円形で、あるが，側面から見ればロ
ート状でp 中央が少し陥没し，側面に1か所縫合線状の溝を有するのが特徴である 18)
柱頭表面は，丸味をおびたポプコーン状の乳頭状細胞群が存在するが，開花直前から，
開花後 1~2 日聞は，これら乳頭状細胞の表面にうるおいがみられた(LMS による).これ
は，分泌された粘質物と思われたが， SEM観察のために脱水乾燥処理を行うと，粘質物
はほとんど除去され， SEMでは観察できなかった(図版町一B).
さらにp 花の発育ステージに従って柱頭表面を SEMにより観察した結果，花普から開
花へと発育するに従い，図版N-B，Cに示すように表面部分に何本かのキレツを生じ，
これによって柱頭表面はいっそう拡大展開する傾向がみられた.
乳頭状細胞はポプコーン状態のまま 2~4 日間位経過するが，その後は萎凋 L，さらに
3~4 日後には雌ずい全体が枯死状態になり褐変する.
(4) ウメ
ウメ (Prunusmume)の雌ずいの形態は，全体としてオウトウの雌ずいに類似している.
すなわちp 柱頭部分は，真上からの観察では，ほぼ円形で中央部分が陥没し 1か所溝線
がみられる.この潜はp 花柱部分にも認められp 花柱基部まで縦線状に続いている.側面
からの観察では柱頭部分はキノコの傘状であり p その展開はオウトウよりは少ない(図版
V-A). 
乳頭状細胞はオウトウにくらべるとやや小型であるが，膨大p 萎凋，枯死変色などの変
化はp オウトウと同じであった.
花柱表面の表皮細胞の形態は，オウトウの場合よりも凹凸が甚だしく，個々の細胞は外
気接触面がドーム状で，食パン状とでも称すべき外部形態を示していた(図版V-A，B). 
花柱の通導組織は， リンゴなどと同じく，中心部に位置し，周辺の細胞よりは細胞間隙
の多い組織構造を示していた(図版V-C，D). 
(5) 山ブドウ
山ブドウ(Vitis coignetiae)の花は雌性花，雄性花及び両性花に分けられるが8)ここで
は，主として雌性花(雌花)，雄性花(雄花)の雌ずいについて観察した.
山ブドウの雌花の雌ずいはフラスコ型でp 花柱に相当する部分は少なし子房部相当部
分が大半をしめている.
柱頭表面の乳頭状細胞は開花期には膨大してポプコーン状となり，受粉可能な態勢を示
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す.この細胞は，開花後，大体4日聞はポプコ ーン状のまま経過するが2日目頃から，い
く分縦長の，いわゆる乳頭状となり，その後，萎凋するものが多くなる. 7日後には枯死
しp 黒褐色に変色する.
花柱表面の表皮細胞には CONSIDINE，KNOX (1979)引がv.viniferaの観察の結果，指
摘しているように，ヒダ状の凹凸が認められ，このような細胞は柱頭部から子房基部にむ
けて上下方向に規則正しく配列されている(図版VI-B).
この表皮細胞の細胞間降、は，子房部においては受精した果実が，肥大するに従い，やや
幅広くなり，時には裂聞やサビの起点になる可能性が強いと思われた.
子房部の表面には 8~14f聞の気孔の分布が認められた (図版VI-F). こ れらの気孔は果
実の発育肥大にともない皮目化したが，特別の場合 (多湿状態，薬害など)のほかは，裂
聞やサピの起点、になることはないものと思われた.
一方，山ブドウの雄性花においては，花柱部分が退化し，雌ずいとしての機能は持たな
いものと思われたが(図版VI-D，E)，子房相当部分は，同じ雄花でも，株(個体)がち
がえば平坦状から，やや盛上って，山形状に隆起しているものまで存在し，いずれも， そ
の表面には，雌花と同じように 6~8 個の気孔が認められた.
雄花の特徴と して指摘できることは，退化した雌ずいと，これとは逆に，発達した蜜腺
及び雄ずいを持つことである(図版VI一D).
以上，山ブドウの雌ずいの形態観察結果の概要について述べたが，これらは，栽培ブド
ウ(V.vinザera)雌花の雌ずいの形態と，ほとんど相異しないことを確認した.
花粉は， 雌・ 雄花とも形成されることは形成されるが，雌花のものはほとんどが無能花
粉で，これとは反対に，雄花の花粉は発芽力の旺盛な健全花粉であった(図版VI-G，H). 
B.樹種聞における雌ずい組織形態の比較
前項においては各樹種ごとの雌ずいの組織形態観察の結果を述べたが，ここでは，園芸
的分類に従い，果実を仁果類，核果類，援果類として，それぞれの特徴について比較して
みた.
樹種聞における雌ずいの組織形態、に関する比較の概要は，第1表に示したとおりであ
る.これに従い，さらに詳しい考察を行うと次の如くである.
(1) 仁果類 (リンゴ， 西洋ナシ)
リンゴ，西洋ナシの 2種類の仁果類果樹聞の雌ずいの組織形態には類似点が多く ，柱頭
部の全体的形状が，西洋ナシの方がやや展開型であること，花柱表面に認められる縦潜
が，リンゴよりも西洋ナシの方が子房部近くにまで達する長い線状になっているほかは，
ほとんど相異点がない(図版ll-C，Il-A). 
(2) 核果類(オウトウ，ウメ)
この両種の間でも類似点が多く ，細かし、相異点をあげるならば，柱頭全体の形状(キノ
コの傘相当部分)が，ウ メはオウ トウより小型で、あり，オウトウは雌ずいの生長にともな
い柱頭表面にキレツを生ずるが，ウメにはキレツが発生しないこと. さらには，花柱表面
の縦溝が，ウメは直線ではなく，ねじれていることである(図版V-B).
(3)援果類(山ブドウ，ブドウ)
この両種聞には，形態的にはほとんどちがいが認められなかった.ただし山ブドウの
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第 1表 樹種聞における雌ずい組織形態の比較
疑 果 類
リンゴ|西洋ナシ オウトウ |ゥ メ 山ブドウ|ブドウ
形 状 耳かき状 耳かき状 キ ノコ状 キノコ状 ピンロ状 ビンロ状
手L頭状細胞 ポプコーン ポプコーン ポプコ ンー ポプコーン 乳頭状 乳頭状
柱頭 キ レツ な し な し あ り な し な し な し
潜 線 な し な し あ り あ り な し な し
粘 質 物 豊 1吉E 豊 富 豊 富 連E金釘乙 富 豊 富 豊 富
表皮細胞 食パン状 食パン状 食パン状 食パン状 ヒダ多 し ヒダ多し
気 孔 不 明 不 明 あ り あ り な し な し
花柱 縦 j持 あ り あ り(長) あ り(長) あり(ねじれ〕 な し な し
横断面 楕 円 楕 円 楕 円 楕 円 円 円
通導組織 中央中腔 中央中腔 中 央 中 央 中 央 中 央
毛 多 毛 多 毛 無 毛 有毛(短) 無 毛 無 毛
子房
気孔 多 多 多 多 あ り あ り
横断面 円 円 円 内 円 円
縦断面 丸フラスコ 丸フラスコ 丸フラスコ 丸フ ラスコ 長フラスコ 長フラスコ
雄花は，雌花とは対照的な相異点を持っていた(図版VI-D，E). 
仏) 供試樹種聞の比較
供試した樹種間で、共通点，相異点を比較してみると，次のようであった.
a.雌ずいの全体的形状
仁果類，核果類の雌ずいは，柱頭部分が花の生長にともない展開し，キノコの傘状とな
り，受粉面積が拡大されること.また，比較的長い花柱から構成されていること.これに
対しブドウは，柱頭部分の展開はそれほど顕著でなく，花柱部分が短かく，子房部分が，
すでに膨んでいる.
さらに，仁果類ではp 雌ずいの基部(花たく部分)が多数の毛でおおわれているという
特徴がみられた.
b.乳頭状細胞の形態
柱頭表面積の広い仁果類，核果類では，受精可能期に近づくにつれて，個々の乳頭状細
胞が膨大し，いわゆるポプコ ーン状になる.これに対しブドウは，柱頭表面積の拡大がそ
れ程著しくない所から，乳頭状細胞は乳頭状(ポプコーン状にくらべ， やや縦長)の形態
を示していた.なお，今回供試した Malus，Prunus， Pyrus， V itisは HESLOP一HARISON
(1976)7)の報告によれば，いずれも wet-typeの雌ずいとされている.
c.花柱表面の縦溝
仁果類， 核果類の雌ずいには，花柱表面に1本の縦潜が認められる.これに対し，ブド
ウではそれが認められない.この縦溝は，核果類では柱頭部分にも認められ，果実(子房
部:外果皮)の縫合線とつながるものと思われた.
仁果類の場合は，果皮，果肉部分が，花托の髄に相当するので，縫合線とは一致しない
のであろう.
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c.受精可能期間について
果樹栽培においては，実止まり確保のための実用的手段のーっとして人工受粉を実施す
る場合が多いが，その際p 雌ずいの受精可能期聞が問題にされる.とくに，最初の受粉に
確信が持てず，いわゆる追打ち的な人工受粉を行う場合は，はたして追加作業が有効かど
うかという点で，雌ずいの受精能力の持続いかんが問題点の一つにあげられる.
果樹類の雌ずいの受精可能期間の調査法としては，実際の交配作業と，その結果の確認
(花粉の発芽，花粉管の伸長，匪珠部分の細胞学的変化)を行うのが最も確実な方法である
が，従来，栽培管理上の指標としてあげられている受精可能日数の割り出しは，必ずしも
この方法によったものばかりとは限らない.
果樹類の雌ずいの多くは，成熟すれば乳頭状細胞の表面に粘質物を分泌する wet-type
のものが多い所から，普通は，この粘質物の存在をもとに判断されていたと思われる.
この観察のように， SEMにより乳頭状細胞の形態的変化を経時的に行えば， 受精能力
の持続期間の推定は，従来の柱頭分泌物による推測よりは正確にできるものと，思われた.
すなわちp 何れの樹種も，乳頭状細胞が萎凋して しまえば受精能力を失うことは間違い
がなく，さらに，乳頭状細胞の形態的な未成熟状態(十分に膨大しきっていない状態)も，
菅受粉の可能な場合を除けば，受精可能期間には入らないものと思われた.
乳頭状細胞の萎凋や衰退は，発育の進展，降雨，散布薬剤の附着などによる被害発生に
よって起こるものと思われていたが，本観察の結果，乾燥した強風下にさらされた場合に
も萎凋発生のケースが多いこと，あるいは強風により吹きつけられた土砂粒子の柱頭(乳
頭状細胞)上附着が，萎凋p 衰退を早めていると思われるケースが認められた.
しかし，結論的には，従来の観察により推測されていた，開花後 4~5 日間とい う受精
可能期聞は妥当な日数であり，それより短かい期間で終わるのは，上述のよ うな防害的条
件下にさらされた場合とみてよい.
青森県りんご試験場の調査成績1lによると， リンゴでは雌ずいの受精可能期聞は6日間
で， 最初の3日聞は結実歩合が100%， 4~ 5日目は80%， 6日目は10%， 7日目は0%
の成績になっている.
山形農試置賜分場(1968)引において，オウトウの開花当日から 5日後までの柱頭の受精
能力を調査した結果によると，開花当日から 3日後までは大体60%の結実率を示1.-， 4日
目になると40%台まで低下し 5日後には10%程度になったという.
コズマ(1973)引によると，ブドウの柱頭からはかなり多量の分泌液が分泌され，これが
乾燥すると花粉は花粉管を伸長させることができないという.したがって，ブドウの受精
可能期聞は，分泌液のいかんにかかっていることになる.又，コズマはブドウの柱頭は開
花後10~12 日 で老化し， 褐変乾回すると述べているが，肝心の受精可能期間についてはふ
れていない.
具体的には，圃場の自然条件下では，ほとんどの樹種で，受精可能な期聞は， 開花後3
日間位が最も有効で，わずかに結実につながる可能期聞を含めると 4~5 日間とみなされ
た.
D.花柱表面における花粉発芽
オウトウ及び山ブドウの開花(関前)後の花柱表面において P 発芽していると思われる
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花粉粒の存在が認められた(図版N-D，E及び刊ー 1). 
花粉はp 通常，雌ずい柱頭部において発芽するものとされており，柱頭以外の組織上で
発芽態勢に入った(組織内に貫入した)花粉粒の存在は報告の例がないように思われる.
UWATEら(1981)Hlによると， オウトウでは，柱頭部の中央部よりは，側面(反りかえ
り部分)での発芽花粉粒が多いと報告されているが，これなどは柱頭上の花粉発芽部位に
ふれた最初の報告と思われる.
ただし本観察では，花粉管の突入部分を割断して花粉管の伸長を確認していないの
で，表面観察上“突入しているとみなされる"もので，花柱組織のどこからでも発芽した
花粉の花粉管が伸び，匪珠にむかうのかどうかは不明である.この点、はp さらに切片作製
などによってたしかめる必要がある.
もし，柱頭組織のみでなく，花柱組織上においても花粉発芽しうるものとすれば，発芽
を助長する条件が花柱組織にあるとみなさなければならないが，オウトウも山ブドウも，
花柱の表皮細胞の最外側は多数のヒダでおおわれているのが特徴であり，こうした表面構
造が，花粉発芽に好都合なのであろう.
さらに考えられることは，柱頭上の分泌液の補助作用で，コ ズマによれば， ブドウで
は，たとえば温室ブドウのよう な場合は，降雨などによる分泌液の流失がないため，液は
柱頭部分にとどまらず，花柱部分にもあふれ出るという.もし，このような現象が露地ブ
ドウにも見られるとすれば，そこに附着した花粉粒の発芽が助長されるであろうことも十
分予想される.
IV摘 要
雌ずい組織の観察は，不和合現象の研究や雌ずいの受精能力を知る上で欠くことのでき
ないものであるが，LMS によるこの種の観察には限界があり，微細構造については不明
な点が多かった.
ところが，現在ではSEMにより，比較的簡単に微細な表面構造を観察できるようにな
った.この報告は，SEMを用い， リンゴ及び二，三の落葉果樹の雌ずい組織を観察し，
LMSでは得られなかった点を補足しようとしたものである.
観察結果の概要は，次の如くである.
1.雌ずいの形状 雌ずいの形は，それぞれ種，品種の特徴を示すが，今回供試した
リンココ西洋ナシでは共通点が多く ，全体として“耳かき状"の形状を示していた.しか
し，細かく見ると，西洋ナシは， リンゴよりも花柱表面の溝が深く，潜には乳頭状細胞が
分布していた.
オウ トウ，ウメでは柱頭部が“キノコの傘状"に展開している点で似ていたが，オウト
ウは，雌ずいの発育にともない柱頭表面にキレツ潜を生ずる点でウメとは異なっていた.
さらにp ウメでは，花柱表面の溝が柱頭部から花柱基部にかけてら旋状になっていた.
山ブドウの雌花では，雌ずいは栽培品種のそれと同じく フラスコ型であった.しかし，
雄花ではp 花柱部分が退化陥没し，子房部は萎縮していた.
2.乳頭状細胞の形態と，発育にともなう変化 リンゴ及び西洋ナシについて，冬芽
の聞から開花，終花(受精完了)までの間，経時的に柱頭部分を観察した.それによる
と 3 月下旬~4 月上旬では乳頭状細胞の分化は認められず，その後 2週間経過してか
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ら，はじめて乳頭状の細胞群を認めた.
開花期近くになると，乳頭状細胞は膨大し開花時には細胞は密生状態になった. しか
しp 粘質物の表面分泌は， SEM観察では確認できなかった.
花粉が柱頭表面で発芽すると，乳頭状細胞は，しだいに萎縮しはじめる.花粉管が柱頭
組織内に貫入すると，乳頭状細胞の萎縮は甚だしくなり，花粉管の伸長が十分行われた
(受精完了)と思われた 3~4 日後頃から雌ずい全体が褐変し，乾固状態となった.
3.雌ずいの受精可能期間 花粉が柱頭表面に到達後，そこで発芽し，さらに花粉管
が匪珠に到達し，いわゆる受精を完了するまでの雌ずい側の受入れ期聞を受精可能期間と
するならば，その外見上の判定は，柱頭上の粘質物の有無ーばかりでなく，乳頭状細胞の萎
縮，変形も目安に加えて判定すべきであると思われた.
このような点に基準をお くと，今回供試した樹種の雌ずいの受精可能期間(間違いなく
受精が行われるであろうと思われる期間)は， ¥， 、ずれも開花後 3~ 4 日間位と思われた.
4.花柱表面における花粉の発芽 オウトウ，山ブドウの花柱表面で，発芽し，組織
内に花粉管を突入させていると思われる花粉粒を認めた.
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Summary 
Observations of pistil structures are essential to any understanding of fertiliza-
tion periods and research on incompatibility. There have been， however， limits to 
observations by optical microscopes， which cannot display many detai1s of micro-
structure. Fortunately， the scanning electron microscope now allows us fairly easy 
observation of the fine surface structure of pistils. This report supplements existing 
optical microscope studies with scanning electron microscope observations of pistil 
surface structure of apples and several other deciduous fruit varieties. 
1. Specimens of the following fruits were studied: Malus tumila， pyrus 
communis， Prunus mume， Vitis coignetiae and Vitis vinifera. Flowers from each 
specimen were collected at each stage from budding to petal fall. The flowers were 
fixed with FAA， dehydrated with alcohol series， passed through 3-methylbutyl 
acetate， dried to the critical point， coated with gold， and observed with a scanning 
electron microscope(Hitachi S-430). 
2. 
A. Pistil shape. 
The shapes of the pistils varied according to species an cultivar characteristics， 
but the apple and pear specimens shared a common “earpick" type shape(Plate 1， II)， 
whi1e the cherry and mume pistils were a “mushroom cap" type shape (Plate V). 
However， on c10ser inspection， the spiral cracks of the pear's style were deeper than 
apple， and papillate cells were spread in the interior of the pear's cracks(Plate II A). 
The stigma of the cherry were quite simi1ar to mume as to their shape， but different 
in respect of that cracking appeared with maturation of the pistils. Being dioecious， 
there were both male and female flowers of the wild grape. As like cultivated 
varieties， the female flower of the wild grap巴 wasflask-shaped (Plate VI) : the 
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papillate cells of the pistil surfaces also resembled those of cu1tivated varieties. 
However， the pistils of male flowers became flattened， as the style sank and 
atrophied， the ovaries shrank and became hidden by the nectary(Plate VI D， E). Only 
on the surface were there a number of stomata. 
B. Changes in the shape of the papi1ate cells and periods of fertilization. 
The stigmas of apple and pear specimens were observed from the midwinter bud 
stage. As Plate I A illustrate， in the end of March， one could not detect the 
differentiation of the papillate cells， but specimens taken two weeks later showed 
the first emergence of cell groups (Plate II). They reached full development at 
flowering(Plate I D)， but it was not possible to determine whether or not there was 
any mucilaginous substance on the surface. When pollination and pollen germination 
on the stigma surface occurred， the papillate cells began to wi1t(Plate II D). As the 
pollen tubes punctured the internal structure of the stigma， this wi1ting became 
pronounced(Plate I E). Three to four days after pollination was complete， the pistils 
were browned completely and dried out(Plate IF). In cases where pollination did 
not occur， itseems that this sequence was somewhat delayed. Surprisingly， rainfall 
had only a slight e妊ecton the pistils; rather， during dry wind conditions， the 
adherence of small partic1es to the flowers hastened changes in the papi1ate cels. It 
is possible to observe similar changes in cherry， mume， and wild grape specimens. 
From the above experiments， we may conc1ude that it is necessary to use not 
only the prescence or absence of mucilaginous substances on the stigma but also the 
transformation and wilting of papillate cells as a basis for determining the 
fertilization period of pisti1s. When we use this as a standard， itseems that the 
fertilization period of pistils for al the varieties is about three to four days. 
C. Pollen germination on the surface of styles. 
As Plate IV D， E and Plate VI 1 demonstrate， the experiments detected pollen 
grains germinating on the style surfaces of cherry and wild grape specimens. 
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図版説明
図版1. リンゴ雌ずいの内部組織
A:リンゴ紅玉の雌ずい. 1~ 4は開花前，花奮期.5は開花直後の状態.
B'開花直後の雌ずいの縦断切片.10μ，へマ トキシリン染色.ct :通導組織，
p:乳頭状細胞.
C '花柱基部近くの横断. B， Cとも供試品種は StarkingDelicious.通導組
織(ct)は，花柱の上部(柱頭寄り)では綴密に，基部の融合点、附近では粗に
なっている.
図版1I.生長にともなうリンゴ雌ずい柱頭組織の変化
A:花膏中の雌ずい先端(柱頭)部.乳頭状細胞未分化. 4月6日.
B:発育初期の乳頭状細胞.かたい蓄の中にあって，粘質物は，まだ分泌され
ていない.4月14日.
C:開花中の雌ずい. リンゴの雌ずいは5本に分れているが，基部ではお互い
が融合(図版I-A)している.柱頭部分は一方に反り返って， 耳かき状を
呈している.
D'開花2日目の柱頭表面の乳頭状細胞.膨大しきっていて，いわゆる乳頭状
の形態になっている.
E:開花後6日経過した雌ずいの乳頭状細胞.脱水，萎縮状態のものが多い.
F:開花後10日経過した雌ずいの柱頭表面.枯死変色している.
A~F ，供試品種紅玉.
図版il.生長にともなう西洋ナシ雌ずい柱頭組織の変化
A'奮の中の雌ずい.発育肥大中の乳頭状細胞と，花柱基部にまで及 ぶ縦溝
(矢印)が西洋ナシ花柱の特徴.
B:柱頭部の縦溝部分には乳頭状細胞が分布し，リ ンゴほどではないが，柱頭
は一方に反り返っている.
C'発育肥大中の乳頭状細胞.開花前日.この頃には，粘質物の分泌が認めら
れる.
D:脱水萎縮しつつある乳頭状細胞.開花7日後.
A~D ，供試品種 Bartlett.
図版N.オウトウ雌ずいの組織形態と花柱表面における花粉の発芽
A:雌ずいの縦断面.柱頭部分はキノコの傘状で，中央部が凹み，断面ではV
字型になっている.開花10日後の佐藤錦.ct:通導組織.
B:花粉発芽のために好適な部分(矢印)は，柱頭の中央部ではなく周辺部で，
しかも手LsJi状細胞群が溝によってへだてられた部分に相当する.
C:開花5日後，萎縮しはじめた乳頭状細胞.cr:キレツ溝部分， この近くで
多数の発芽花粉を認めることが多い.
D:花柱表面で発芽していると思われる花粉粒(矢印).
E:Dの部分拡大.花粉外膜の紋様が認められる所から花粉粒にまちがし、はな
い. しかも組織内に花粉管を貫入させている. (VanxJabouley) 
図版V.ウメ雌ずいの組織形態
A:柱頭部分.キノコの傘状の展開は，オウトウよりは小さいが，中央部のく
ぼみは深い.開花2日目.品種は地方品種の節回ウメ.
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B:花柱に見られるねじれた縦溝(矢印)
C:花柱の横断面.中央に通導組織(ct)があり，ここは，周辺部の組織より細
胞が綴密に配列されている.
D:Cの部分拡大.写真上が周辺組織で，下にむかうほど通導組織の中心部に
むかう. ct:通導組織.
図版VI.山ブドウの花器の形態
A:栽培ブドウ (Delaware)の雌ずいの縦断面.雌ずいはフラスコ裂で，発達
した子房部と短かL、花柱，柱頭部分から構成されている.
B:山ブドウ(雌花)の柱頭，花柱部分.栽培ブドウと形態的なちがし、は認めら
;hなL、.
C:雌ずい，柱頭・花柱部の縦断面.ct:通導組織.
D:山ブドウの雄花.雄ずいは除去してあるが，中央，雌ずい相当部分は退化
陥没し平坦で，その代り蜜腺(n)が発達している.
E: 子房相当部分には 8~14個の気孔が分布している.中央陥没しているのが
花柱部分.
F:雌花の，子房部表面に見られる気孔. その数は雄花と大体同じで 10~15
個.
G:山ブドウ(雄花)の花粉粒.長径約30μ.花粉の発芽力は旺盛.
H.山ブドウの雌花(両性花)の花粉粒.空気の抜けたボールのように，花粉外
膜が押しつぶされ，発芽カは全くない無能花粉になっている.
花柱表面において，発芽し組織内に花粉管が貫入したと思われる花粉粒.
ブドウの雌ずいの表面(表皮細胞の外気接触面)は 3 このように細かいヒダ
で覆われている.
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